
　　　日本の文化道への旅（１）
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畿内七道とは
日本列島は実はひとつの地層ではなく、

２億５０００万年前から堆積した

陸や海の地層が北や南、西や東から

集まりかさなりあって出来ている。

１３００年前大和政権が律令国家となり、

その日本の成り立ちにそって

各地方を区分したのが畿内七道だった。
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会員特典 つながりあう日本三十六景畿内七道の
文化施設をご紹介
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西域への美の旅につつまれる
その伽藍
7世紀末頃描かれた法隆寺金堂壁画は、インド

・アジャンター石窟群や敦煌莫高窟（ばっこう

くつ）の壁画ともにアジア古代仏教絵画の代表

とされた。特に6号壁の三尊（阿弥陀・観音・

勢至）を中心に25体の菩薩像を表す阿弥陀浄土

は白眉といえる。また、これら壁画の図様に国

宝刺繍釈迦如来説法図（奈良国立博物館蔵）と

の高い親近性が見られ重ね観ることができる。

※金堂壁画は昭和24年に焼失、現在は再現壁画

がはめ込まれている。

法隆寺

奈良県生駒郡斑鳩町法隆寺山内1-1

TEL：0745-75-2555　 

太子町立竹内街道歴史資料館では、飛鳥時代、推

古天皇の命により置かれた難波の港から飛鳥の都

に至る最古の国道を紹介。また石器の材料として使

われていたサヌカイトを得るために二上山に通じて

いた道を整備した歴史や、聖徳太子信仰やお伊勢

参りや西国三十三所巡礼の道の歴史、大和と河内

を行き来する商人たちの道の歴史も紹介。

南河内郡太子町にある聖徳太子墓守護に聖武天皇建立

の叡福寺。聖霊殿、太子堂は、聖徳太子の十六歳像を

祀り、縁高欄擬宝珠で飾られる桃山建築の遺産、国の重

要文化財。天平時代にはじまる太子信仰では、聖徳太子

は「救世観音」。やがて平安時代、末法思想で、四天王

寺や叡福寺は霊場化し、浄土念仏信仰へとなっていく。

 大阪府南河内郡太子町太子2146　TEL：0721-98-0019
（開）寺宝館9:00-17:00　（休）月（祝日は開館）　
（料）境内自由　時宝館200円

磯長山　叡福寺 

推古天皇陵 
大阪府南河内郡太子町山田 
(問合せ)太子町役場　生涯学習課　 
TEL：0721-98-5534 

太子町立竹内街道歴史資料館 
大阪市南河内太子町大字山田1855 
TEL：0721-98-3266　 
（開）9：30-17：00 （休）火（祝祭日の場合は、
その翌日）、12/26-1/7 
(問合せ)太子町役場　生涯学習課　 
TEL：0721-98-5534 

縄文時代のムラ、弥生時代のクニ、古墳時代の国を経て全国を束ねる大和政権へ時代は移る。全国統一する国は武力だけでなく租税システムと文
化で造られ、難波に渡来・招聘され明日香・奈良へ運ばれる。路沿いに守護する神々が祀られる国の生命線。日本の歴史を造った路を紹介する。

法隆寺　

今回ご紹介する文化施設の催事につきましては、
東日本大震災の影響で一部に変更する可能性もございます。
最新の情報は、右のサイトでご確認を ！

畿内

畿内

和泉市久保惣記念美術館
大阪府和泉市内田町3-6-12
☎0725-54-0001

常設展「物語を描く－源氏と伊勢－」
平成24年2月18日（土）～ 3月31日（土）

「源氏物語手鑑」や伊勢物語を描いた江戸絵
画を中心に約40点で構成する美術館所蔵品
による物語絵の展示。物語の伊勢、源氏の世
界を色紙や扇面、小襖や屏風作品で味う。

兵庫県立美術館
兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1　
☎078-262-0901　

特別展「解剖と変容：プルニー＆ゼマーンコヴァー
チェコ、ア－ル・ブリュットの巨匠」
平成24年2月4日（土） ～ 3月25日（日）

世界有数のアール・ブリュット・コレクション
＜abcd＞によって、チェコ出身の画家アンナ・
ゼマーンコヴァーとルボシュ・プルニーを日本
初、本格的に紹介する。
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